
 

 

 

今年も サクラが 咲きました 
校長 小林 雅弘 

 

本校の校庭のシンボルの木と言えば、高くそびえ

る「ヒマラヤ杉」ですが、もう一つ、「サクラ」の木

があります。岩崎小には現在全部で８本のサクラの

木がありますが、中でも線路側の大きなサクラの木

は、おそらく開校当初からあったものと思われ、高

さ約７ｍ、幹の太さ３ｍもある本校のもう一つのシ

ンボルの木となっています。この大きな木の隣には、

まだ小さく細いサクラの木がちょこんと立っており 

まるで親子のようで、私の大好きな風景の一つです。 

３月末、満開となったそのサクラの木をじっと眺めていました。健気に咲き誇るその花

を見て、なんだか「寂しく切ない気持ち」と「期待に胸膨らむ気持ち」という２つの異な

る感情が入り交じった複雑な気持ちになってしまいました。これは、サクラの花が開く３

月下旬から４月上旬という時期が、「別れ」と「出会い」の季節と重なるからなのかもしれ

ません。先月の 19 日には、48 名の卒業生が本校を巣立っていきました。また 31 日には、

これまで本校を支えてきた多くの教職員が新しい職場へ異動していきました。サクラを見

て「寂しく切ない気持ち」になったのは、この別れのせいなのだと思います。でも、それ

は新しい始まりでもあります。中学生１年生に進学した子どもたち、異動した教職員たち

の今後の活躍を大いに期待し応援したいと思います。 

 

そして、本日４月７日、「期待に胸膨らむ」新しい令和３年度の岩崎小学校がスタートし

ました。50名の新１年生を迎え、全校児童 344名での学校生活の始まりです。保護者の皆

様、お子様のご入学、ご進級おめでとうございます。新しく着任した教職員を加え、引き

続き教職員一丸となって、子ども一人ひとりを徹底的に大切にする教育活動を進めてまい

ります。また、新型感染症への対策もガイドラインを遵守しながらしっかり行い、安全・

安心な学校づくりを推進していきます。今年度も、保護者・地域の皆様のご理解とご協力

をどうぞよろしくお願いいたします。 
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